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SDGs学習を考える分科会の様子。対話重視のグループワークで共に考える姿勢を大切にする

　認定NPO法人開発教育協会（DEAR）はこのほど、JICA地球ひろば（東京・新宿区）で「第４２回全国研究集会」を開催し
た。全国から約２５０人の教員や研究者らが集い、開発教育の実践と研究を共有。SDGs学習を社会の変容につなげる実践に
ついても話し合った。（本紙特別記者・小出弓弥）

公正で持続可能な地球へ
　DEARは昭和５７年の設立以来、共に生きることのできる公正で持続可能な地球社会の実現を目指し、開発教育を推進して
きた。
　開発教育とは、開発を巡るさまざまな問題を理解し、望ましい在り方を考え、自ら社会づくりに参加することを狙いとした
教育活動だ。特徴は、教育を通じて起きた自己変容を「社会変容」につなげること。学校教育の場でも、総合的な学習の時間
やSDGsに関わる学習の広まりを受け、改めて注目を集めている。

トークセッション「まずは知ることから」

　今年の全国研究集会では、気候変動や子どもの権利、ジェンダーなど３０以上のテーマを取り上げた。全体会では、俳優で
タレントのサヘル・ローズさんをゲストに迎え、「紛争・人の移動・共生」をテーマに話し合った。
　イランで生まれたサヘルさんは、戦争のさなか孤児となり、養母と共に来日。極度の貧困状況にあったが小学校の「給食の
調理員さん」に助けられ、今の自分があるという。現在は世界各地の孤児院や学校等を訪れ、支援の在り方を模索する。
　トークセッションでは、ウガンダのチャングワリ難民居住地区を訪れた体験談を共有。「現地では自分が何もできないこと
を突き付けられる」としながらも、「まずは知ることが大きなステップ。自分が関わる目の前の一人を信じ、支援・成長させ
ていきたい」と話した。

地域良くするアイデア提案　「総合」で自分ごとの学び
東京・千代田区立麹町小

　SDGs学習について考える分科会では、東京都千代田区立麹町小学校の中村拓海教諭と８月まで同校教諭だった加藤英嗣さ
んが登壇し、「社会変容につなげるSDGs学習」をテーマに実践を発表した。
　加藤さんは実践上の課題として、「テーマが大き過ぎると子どもの問題意識が続かず、個人の心掛けに終わってしまう」と
提起。そこで、学習のテーマを「自分の足元から社会を変える」方向へシフトしたという。
　同区では、「総合的な学習」の中で、地域の魅力を発見・発信する取り組みがある。学習の成果は全８小学校の代表児童や
学校関係者が集う発表会で披露。同区教育長に直接伝えることができる。麹町小では、この仕組みを生かし、独自に同区教育
長に協力を依頼。「千代田区をよりよくするアイディアを提案せよ！」との課題を託してもらい、学習を自分ごとにする仕掛
けとした。
　子どもからは「環境」「マイノリティー」など、自然とSDGsに関連するテーマが集まった。グループを組み、調べ学習や
フィールドワークを行った。提案内容の一つは、「地域の公園を魅力的に変化させる」というものだった。
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　発表会に参加した子どもは、平和学習に関わる教材作りも提案。卒業後、同校に教材作りの可否や進捗状況を尋ねる手紙が
寄せられたという。
　中村教諭は、これからのSDGs学習に向けて「大人の構えをトランスフォームする必要がある」とした上で、「子どもの意
見を本気で受け止め、共に議論し、実現を模索する姿勢が大切」と話した。

学校の在り方で話し合い　「生活の場のはずが学習中心」

「楽しい学びの学校」をテーマに話し合う参加者と肥田さん（中央）

　「これからの学校の在り方」について話し合うプログラムもあった。発表者は、元小学校校長で教育相談員の肥田進さん。
肥田さんは、不登校や子どもの自殺者数の増加傾向をグラフで示し、ここ２０年の間の学校の変質と絡めて解説した。
　肥田さんによれば、かつて教育の主体者は子どもと教員であり、職場の仲間意識も強かった。特別活動が盛んで、多様な活
動を通して子どもの主体性を育む場が豊富にあった。
　変化のきっかけは平成１５年の「PISAショック」で、学力向上の必要性が強く指摘されるようになり、「学校は子どもに
とって生活の場のはずなのに、学習中心の場に変わっていった」という。その結果、子どもの総合力を育む機会が減り、それ
が今日の状況につながっていると見る。
　まとめで肥田さんは、「多様性、共生、自立の社会に向け、いま学校を変革するとき。主体者は私たち教員だ」と呼び掛け
た。
　その後のグループワークでは、「楽しい学びの学校」をテーマに話し合った。参加者からは「教員の多忙さを解消すること
が第一」「成績評価よりも、面白い授業づくりに専念することの方が大事」などの意見があった。
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